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笹寿司

かまくらの里

灯篭まつり

菜の花まつり

飯山−東京約2時間！

北陸新幹線 はくたか

飯山駅−飯山日赤徒歩5分！



 県が指定する医療機関における業務に従事した期間が、
貸与期間の1.5倍に相当する期間に達したとき（義務年
限）に、修学資金の返還が免除される

 例えば、6年間貸与を受けた場合は、9年間（6年間×1.5）
自分は4年間×1.5→6年間

 なお、県が指定（承認）する医療機関での初期臨床研修
（2年）・専門研修（3年）は、義務年限に含まれます
→5年間は県内の病院を自由に選択できる











いろんな病院で働き，常に学ぶ姿勢を忘れない

与えられるものは有限，求めるものは無限

 Generalistになろう

ウチじゃない科にはなるな

医者は一生勉強

根拠のある診療を心がける

自分の親・兄弟と思って患者さんに接する

ロールモデルになる医師を見つけよう


